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Research

第　

  

回 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
界
実
態
調
査
、
第　

回 

広
告
主
実
態
調
査
か
ら

～
１
％
未
満
」

“
対
象
商
品
の
売
上
に
対
す
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
費
の
比
率
”

は
、「
０
・
５
～
１
％
未
満
」（
32
・
７
％
）
が
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
。「
０
・
５
％
未
満
」（
６
・
１
％
）、「
１
～
２
％

未
満
」（
18
・
４
％
）
を
合
計
し
た
「
２
％
未
満
」
が
全

体
の
6
割
弱
と
な
る
。

（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
態
調
査
よ
り
）

●
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
費
、「
商
品
陳
列
機
能
付
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」

９
７
９
億
円
で
最
も
高
く

▽
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
売
上
を
業
種
別
に
見
る
と
、
最
も
高
か
っ

た
業
種
は
「
菓
子
・
食
品
・
飲
料
・
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
」

「
売
上
数
量
」（
61
・
２
％
）
が
い
ず
れ
も
6
割
以
上
。「
消

費
者
の
認
知
度
」
は
55
・
１
％
と
、
半
数
以
上
の
企
業
で

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
「
ご
く
一
部
の
Ｓ
Ｐ

活
動
で
行
っ
た
」（
32
・
７
％
）
程
度
に
。
ま
た
、「
Ｓ
Ｐ

ツ
ー
ル
使
用
（
掲
出
）
率
」
で
、「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

Ｓ
Ｐ
活
動
で
行
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
、
前
年
度
に
比
べ

20
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
る
。（
図
２
）

（
広
告
主
実
態
調
査
よ
り
）

●
商
品
の
売
上
に
対
す
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
費
比
率
、「
０
・
５

　

日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
で

は
、
会
員
企
業
の
協
力
を
得
て
、「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業

界
実
態
調
査
」
を
行
っ
て
い
る
。
同
調
査
は
今
回
で
35
回

目
を
数
え
る
。
ま
た
同
時
に
、
広
告
主
企
業
の
協
力
を
得

て
、「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
計
画
と
管
理
に
関
す
る

広
告
主
実
態
調
査
」
を
行
っ
て
い
る
。
同
調
査
は
今
回
で

15
回
目
を
数
え
る
。

　

こ
の
２
つ
の
調
査
（
結
果
）
を
併
記
し
、
日
本
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
業
界
の
実
態
、
広
告
主
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
実
態
を
、
本
号
お
よ
び
次
号
に
お
い
て
、
掲
載
す

る
。
本
号
で
は
「
広
告
・
Ｓ
Ｐ
業
務
の
売
上
状
況
」「
Ｐ

Ｏ
Ｐ
広
告
の
売
上
規
模
」
な
ど
に
つ
い
て
抜
粋
し
、
掲
載

す
る
。（
す
べ
て
２
０
１
１
年
度
ベ
ー
ス
）

（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
態
調
査
よ
り
）

●
Ｓ
Ｐ
売
上
の
対
前
年
比
は
99
・
０
％

　

Ｓ
Ｐ
売
上
の
対
前
年
比
は
平
均
99
・
０
％
と
同
程
度

で
推
移
。
構
成
と
し
て
「
対
前
年
増
（
１
０
０
％
超
）」

（
28
・
６
％
）
が
増
加
し
、「
対
前
年
減
（
１
０
０
％
未
満
）」

（
26
・
４
％
）
と
ほ
ぼ
同
等
と
な
っ
て
い
る
。（
図
１
）

●
広
告
・
Ｓ
Ｐ
売
上
の
対
前
年
比
は
１
０
１
・
５
％

広
告
・
Ｓ
Ｐ
売
上
は
、「
対
前
年
増
」
が
全
体
の
約
3
割

と
、
前
回
に
比
べ
10
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、「
対
前
年
減
」

（
約
3
割
）
と
同
等
の
割
合
。
伸
び
率
の
平
均
と
し
て
は

１
０
１
・
５
％
。

●
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
市
場
の
伸
び
、
前
年
比
97
・
０
％

Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
売
上
は
前
年
比
97
・
０
％
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
市

場
売
上
高
は
２
２
５
７
億
円
と
推
計
さ
れ
、
２
０
０
２
年

度
以
降
で
は
2
番
目
に
低
い
数
字
。

（
広
告
主
実
態
調
査
よ
り
）

●
広
告
費
、
Ｓ
Ｐ
費
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
費
、「
対
前
年
減
」

企
業
、
割
合
減
少

▽
広
告
費
、
Ｓ
Ｐ
費
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
費
は
、
い
ず
れ
も
前

回
に
比
べ
、「
対
前
年
減
」
企
業
の
割
合
が
減
少
し
、「
増

減
な
し
（
１
０
０
％
）」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
で
5
割

以
上
を
占
め
る
。（
前
年
比
の
平
均
は
、
広
告
費
94
・
３

％
、
Ｓ
Ｐ
費
１
０
３
・
３
％
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
費
98
・
５
％
）。

▽
広
告
費
、
Ｓ
Ｐ
費
の
総
額
を
１
０
０
と
す
る
と
、
広
告

費
：
Ｓ
Ｐ
費
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
費
含
む
）
の
割
合
は
お
よ
そ

７
：
３
。 

な
お
、「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
費
」
は
全
体
の
７
・
８

％
と
な
っ
て
い
る
。

▽
年
間
総
売
上
高
に
占
め
る
広
告
費
、
Ｓ
Ｐ
費
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ

広
告
費
の
割
合
を
、
回
答
さ
れ
た
売
上
額
か
ら
算
出
す
る

と
、「
広
告
費
」
が
平
均
８
・
３
％
、「
Ｓ
Ｐ
費
」
が
平
均

６
・
２
％
、「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
費
」
が
平
均
１
・
０
％
と
な
り
、

い
ず
れ
も
前
回
か
ら
増
加
が
見
ら
れ
た
。

●
一
方
、
商
品
の
売
上
に
対
す
る
Ｓ
Ｐ
費
比
率
は
、【広
域
・

各
店
共
通
展
開
の
消
費
者
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費
用
】
で
１

％
未
満

商
品
の
売
上
に
対
す
る
Ｓ
Ｐ
費
の
比
率
は
、【
広
域
・
各

店
共
通
展
開
の
消
費
者
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費
用
で
は
「
１

％
未
満
」
が
22
・
４
％
と
最
も
多
い
。【
特
定
小
売
企
業

限
定
の
タ
イ
ア
ッ
プ
型
の
店
頭
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費
用
】

で
も
「
１
％
未
満
」
が
2
割
強
。

●
効
果
測
定
実
施
率
、
３
項
目
で
各
６
割
以
上

Ｓ
Ｐ
活
動
の
効
果
測
定
実
施
率
は
、「
売
上
金
額
」（
65
・

３
％
）、「
営
業
関
与
者
の
報
告
を
集
積
」　
（
65
・
３
％
）、

５
８
０
億
円
（
25
・
７
％
）、
以
下
、「
化
粧
品
、
ト
イ
レ

タ
リ
ー
」
５
１
６
億
円
（
22
・
９
％
）、「
家
電
、
Ａ
Ｖ
機

器
、
精
密
機
器
、
Ｏ
Ａ
機
器
」
３
７
２
億
円
（
16
・
５
％
）

と
続
く
。

▽
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
の
タ
イ
プ
は
、「
商
品
陳
列
機
能
付
Ｐ
Ｏ

Ｐ
広
告
」
９
７
９
億
円
（
43
・
４
％
）
が
最
も
高
く
、「
告

知
だ
け
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
」
６
０
８
億
円
（
26
・
９
％
）、「
大

量
陳
列
時
の
雰
囲
気
構
成
ツ
ー
ル
」
４
２
０
億
円
（
18
・

６
％
）
が
続
く
。（
図
３
）

▽
目
的
別
に
見
る
と
、「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
告
知
用
」

８
８
６
億
円
（
39
・
３
％
）
が
最
も
高
く
、「
マ
ス
媒
体

広
告
連
動
型
」
６
９
５
億
円
（
30
・
８
％
）、「
特
定
小
売

15

35
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Research

企
業
向
け
専
用
」
４
７
６
億
円
（
21
・
１
％
）
と
続
く
。

（
図
４
）

▽
使
用
チ
ャ
ネ
ル
別
で
は
、「
家
電
量
販
店
向
け
」

４
２
８
億
円
（
19
・
０
％
）、「
ド
ラ
ッ
グ
チ
ェ
ー
ン
向

け
」
３
８
９
億
円
（
17
・
２
％
）、「
総
合
ス
ー
パ
ー
向

け
」
３
１
８
億
円
（
14
・
１
％
）、「
そ
の
他
専
門
量
販
店

向
け
」
２
４
１
億
円
（
10
・
７
％
）、「
食
品
ス
ー
パ
ー
向

け
」
２
３
４
億
円
（
10
・
４
％
）
ま
で
が
1
割
以
上
と
な

っ
て
い
る
。

＊
参
考
（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
態
調
査
よ
り
）

●
Ｓ
Ｐ
売
上
、「
菓
子
、
食
品
、
飲
料
…
」
が
２
割
強

広
告
主
の
業
種
と
し
て
は
、「
菓
子
、
食
品
、
飲
料
・
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
」（
24
・
３
％
）
が
2
割
強
。
次
い
で
「
小

売
、
流
通
」（
13
・
９
％
）、「
化
粧
品
、
ト
イ
レ
タ
リ
ー
」

（
12
・
８
％
）、「
家
電
、
Ａ
Ｖ
機
器
、
精
密
機
器
、
Ｏ
Ａ

機
器
」（
10
・
４
％
）
が
１
割
以
上
で
続
く
。
ま
た
、
前

回
に
比
べ
「
通
信
、
電
力
、
ガ
ス
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
の

減
少
が
目
立
つ
。

（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
態
調
査
よ
り
）

●
広
告
主
か
ら
の
直
接
受
注
率
は
6
割
弱

Ｓ
Ｐ
売
上
総
額
を
１
０
０
と
す
る
と
、
広
告
主
（
宣
伝
部

門
＋
宣
伝
部
門
以
外
）
か
ら
の
直
接
受
注
率
は
56
・
５
％

と
6
割
弱
を
占
め
る
。
前
回
比
較
で
は
「
総
合
広
告
会
社

か
ら
の
受
注
」
が
大
幅
に
増
加
（
前
回
16
・
８
％
→
今
回

36
・
７
％
）
し
て
い
る
。

●
最
も
高
い
「
基
本
要
素
は
受
注
先
指
定
」

依
頼
形
態
別
に
見
る
と
、
前
回
か
ら
増
加
し
た
「
基
本
要

素
は
受
注
先
指
定
」（
43
・
３
％
）
が
最
も
高
い
構
成
比

を
占
め
（
前
回
33
・
２
％
）、「
基
本
要
素
を
含
め
た
表
現

計
画
か
ら
」（
30
・
２
％
）が
3
割
、「
戦
略
か
ら
戦
術
ま
で
を

一
貫
し
て
行
う
」（
25
・
８
％
）が
3
割
弱
と
続
く
。（
図
5
）

● 

「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
系
Ｓ
Ｐ
印
刷
物
」
の
構
成
比
、
大
幅

減
少

業
務
内
容
別
に
見
る
と
、「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
系
Ｓ
Ｐ
印
刷

物
」（
18
・
９
％
）、「
編
集
系
Ｓ
Ｐ
印
刷
物
」（
16
・
５
％
）、

「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
」（
16
・
０
％
）
が
2
割
弱
。
以
下
は
、 「
マ

ス
4
媒
体
以
外
の
Ｓ
Ｐ
媒
体
広
告
」（
10
・
８
％
）、「
プ

レ
ミ
ア
ム
手
法
制
作
・
運
営
」（
７
・
９
％
）、「
展
示
会
、

イ
ベ
ン
ト
制
作
、
運
営
」（
７
・
５
％
）
と
続
く
。

前
回
と
比
べ
、「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
系
Ｓ
Ｐ
印
刷
物
」
の
構

成
比
が
大
幅
に
減
少
（
前
回
38
・
３
％
→
今
回
18
・
９
％
）

し
て
い
る
。

●
「
広
告
制
作
／
S
P
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
」
が

4
割
強

Ｓ
Ｐ
売
上
総
額
を
１
０
０
と
す
る
と
、
制
作
業
種
別
の
構

成
比
は
「
広
告
制
作
／
S
P
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
」

が
4
割
強
（
43
・
１
％
）
と
最
も
高
く
、
前
回
（
18
・
５
％
）

に
比
べ
大
き
く
増
加
。
一
方
、「
総
合
広
告
会
社
」（
25
・

１
％
）
は
、
前
回
（
50
・
７
％
）
の
半
分
程
度
の
構
成
比

に
。（
図
6
）

●
「
広
告
物
制
作
料
」
が
総
額
の
大
半

Ｓ
Ｐ
売
上
の
内
訳
（
構
成
）
は
、「
広
告
物
制
作
料
」
が

総
額
の
大
半
（
81
・
２
％
）
を
占
め
、「
企
画
料
・
デ
ザ

イ
ン
料
」
は
、
約
2
割
（
18
・
８
％
）
の
構
成
比
と
な
っ

て
い
る
。

●
Ｓ
Ｐ
企
画
料
の
請
求
は
２
割
弱

Ｓ
Ｐ
企
画
料
・
デ
ザ
イ
ン
料
の
請
求
状
況
を
見
る
と
、「
デ

ザ
イ
ン
料
」
に
つ
い
て
は
41
・
８
％
が
「
請
求
で
き
て
い

る
（
こ
と
が
多
い
）」
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
企

画
料
」
に
つ
い
て
「
請
求
で
き
て
い
る
」
の
は
18
・
２
％

に
留
ま
り
、「
請
求
で
き
て
い
な
い
（
こ
と
が
多
い
）」
が

6
割
弱
（
58
・
２
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

＊
各
会
員
企
業
の
方
々
に
は
、
同
「
調
査
結
果
報
告
書
」

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
同
報
告
書
を
ご
覧
下

さ
い
。

＊
次
号
で
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
界
と
広
告
主
の
両
者

に
お
聞
き
し
た
「
Ｓ
Ｐ
業
務
の
期
待
度
と
満
足
度
」
を
掲

載
し
ま
す
。

Ｓ
Ｐ
売
上
の
受
注
体
制
や
請
求
は
…

　

紙
面
制
約
の
関
係
で
、
２
０
１
２
年
度

の
後
半
開
始
前
時
点
で
の
本
号
掲
載
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
こ
に
、
日
本
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
、

２
０
１
１
年
度
（
平
成
23
年
度
）
の
活
動
概

況
を
総
括
・
報
告
し
、
２
０
１
２
年
度
後
半

の
協
会
活
動
へ
と
つ
な
い
で
い
く
。

　

２
０
１
１
年
度
（
第
3
次
多
田
理
事
会
）

は
、
厳
し
い
経
済
環
境
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
き
く
協
会
活
動
を
進
展
。
５
月
に
行
わ
れ

た
第
43
回
定
時
総
会
で
発
表
さ
れ
た
活
動
概

況
（
報
告
）
は
以
下
の
通
り
。

①
理
事
会
を
中
心
に
行
っ
た
「
会
員
増
強
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
栗
原
敦
委
員
長
／
齊
藤

疆
一
常
任
理
事
・
清
水
宣
夫
副
理
事
長
）

の
結
果
、
今
期
（
２
０
１
１
年
度
＝
以
下

同
）
は
、
26
社
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
企
業
の
入

会
（
新
し
い
仲
間
）
を
得
た
。

②
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
タ
ー
認

証
資
格
制
度
」（
富
田
義
弘
委
員
長
／
齊

藤
疆
一
常
任
理
事
・
清
水
宣
夫
副
理
事

長
）
は
、
第
7
期
を
迎
え
、
５
１
６
人
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
タ
ー
を
世

に
送
り
出
し
、
資
格
取
得
者
は
３
３
２
３

人
に
達
し
た
。
ま
た
当
期
の
受
験
者
数

は
、
８
７
８
人
（
前
年
７
５
９
人
）
で
、

こ
れ
ま
で
に
５
５
０
６
人
も
の
方
々
が
「
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。
受
験

企
業
割
合
で
み
る
と
、
広
告
主
系
企
業
が

18
％
に
達
し
、
ま
た
非
会
員
企
業
割
合
が

会
員
企
業
割
合
を
超
え
63
%
と
な
る
な

ど
、
一
段
と
裾
野
が
広
が
っ
た
。

③
Ｓ
Ｐ
業
界
全
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
キ
ル
の

向
上
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
、
東
京
都
公

認
の
職
業
能
力
開
発
校
「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
」
を
始
め
と
す
る
「
教
育
事

業
」（
堀
井
誠
一
郎
委
員
長
／
和
田
修
常

任
理
事
・
清
水
宣
夫
副
理
事
長
）
は
、
今

期
は
、
全
て
の
講
座
が
動
員
目
標
を
上
回

る
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

④
今
期
よ
り
、
こ
れ
ま
で
季
刊
誌
で
あ
っ
た

協
会
誌
を
「
J
P
M 

N
e
t
w
o
r
k
」

（
小
林
伸
行
委
員
長
／
宮
瀬
健
常
任
理

事
・
新
井
誠
副
理
事
長
）
と
改
め
、
毎
月

発
行
と
し
、
ま
た
「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
定
例
会
」（
栗
原
敦
委
員
長
／
齊
藤
疆

一
常
任
理
事
・
清
水
宣
夫
副
理
事
長
）
を

発
足
（
当
期
延
べ
参
加
者
数
３
２
９
人
）

す
る
等
で
会
員
間
の
交
流
機
会
を
大
き
く

広
げ
た
。

⑤
足
掛
け
3
年
に
わ
た
り
検
討
し
、
最
終
的

に
は
「
会
員
と
業
界
へ
の
貢
献
に
専
念
す

る
協
会
」
の
理
由
か
ら
「
一
般
社
団
（
非

営
利
）」
を
選
び
、
そ
の
移
行
を
果
た
し

た
（
樫
原
公
隆
常
任
理
事
／
多
田
亮
三
理

事
長
）。

⑥
「
協
会
展
」（
久
保
田
秀
明
委
員
長
／
吉
村

寛
子
常
任
理
事
・
新
井
誠
副
理
事
長
）
は
、

依
然
、
収
益
面
で
の
課
題
は
抱
え
つ
つ
も
、

今
期
も
、「
購
買
時
点
で
の
問
題
解
決
力
に

優
れ
た
多
く
の
創
造
性
と
企
画
力
」
を
顕

彰
す
る
こ
と
が
出
来
た
。ま
た
、中
長
期
展

望
の
足
掛
か
り
も
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

⑦
「
日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
学
会
」（
石
川
勉
委
員
長
／
齊
藤
疆

一
常
任
理
事
・
清
水
宣
夫
副
理
事
長
）
は
、

研
究
助
成
を
開
始
し
て
5
年
目
、
学
会
と

し
て
の
活
動
は
2
年
目
の
年
と
な
り
、
研

究
助
成
で
は
過
去
最
大
の
29
点
の
応
募
に

対
し
て
19
点
の
助
成
を
行
い
、
当
期
協
賛

会
社
は
21
社
、
会
員
数
も
２
２
４
名
と
増

加
し
た
。
当
期
の
「
論
文
発
表
会
」
で
は
、

協
賛
企
業
か
ら
15
名
の
審
査
員
を
選
出

し
、
産
学
協
同
学
会
と
し
て
の
特
徴
を
鮮

明
に
打
ち
出
し
た
。

　

以
上
、
２
０
１
１
年
度
（
第
3
次
多
田
理

事
会
）
は
、「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
の
浸
透
と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
に
、
大
き
く
協
会
活
動
を
進
展
さ

せ
、
２
０
１
２
年
度
も
前
半
を
終
え
、
後
半

へ
と
入
っ
て
い
く
。

Activity
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Communication

　
「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
定
例
会
」（
第
６
回
）
を
６
月

22
日
午
後
６
時
30
分
よ
り
開
い
た
。
参
加
者
は
、
23
社
42

名
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
Ｉ
＆
Ｓ 

Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｏ
（
シ
ニ

ア
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
）
の
小
林
伸
行
氏
。
テ
ー
マ
は
、「
外

資
系
代
理
店
か
ら
見
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」。
以
下
、
ス
ピ

ー
チ
か
ら
抜
粋
す
る
。

　
「
最
初
に
、
海
外
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。
私
た
ち
の
会
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
担
当
し
た
事

例
で
す
。（W

alkers, Gillette, Sainsbury's
な
ど
を
、

映
像
で
紹
介
。
別
掲
）

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
例
に
は
、
特
徴

が
３
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
仕
掛
け
の
大
き
さ
。
効
果
を

得
る
た
め
に
大
げ
さ
と
思
え
る
く
ら
い
の
大
き
な
仕
掛
け

を
行
う
こ
と
。
そ
し
て
、
効
率
性
。
大
き
な
仕
掛
け
で
あ

る
が
そ
れ
が
き
ち
ん
と
Ｒ
Ｏ
Ｉ
に
合
っ
て
い
る
こ
と
、
つ

ま
り
は
大
き
な
お
金
を
か
け
て
、
大
き
な
効
果
を
得
よ
う

と
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
突
き
詰
め

て
い
る
こ
と
。
素
人
で
は
な
く
専
門
家
が
対
応
す
る
こ
と

で
、
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
担
保
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
次
に
、
外
資
系
企
業
と
の
業
務
の
特
徴
に
つ
い
て

の
話
を
し
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
下
に
様
々
な
専
門
会
社

が
チ
ー
ム
の
よ
う
に
フ
ラ
ッ
ト
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

2
番
目
に
、
業
務
内
容
の
取
り
決
め
が
書
面
化
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
3
番
目
に
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
門
の
方
と
一
緒
に
「
プ
ロ
キ
ュ
ア
メ
ン
ト
」

と
い
う
調
達
・
購
買
部
門
の
方
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

す
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

最
初
の
「
専
門
会
社
が
フ
ラ
ッ
ト
に
構
成
」
の
話
で
す

が
、
こ
れ
は
、
ひ
と
つ
の
課
題
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し

チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
専
門
性
を
活

か
し
て
、
チ
ー
ム
で
解
決
策
を
探
っ
て
い
く
と
い
う
構
造

で
す
。
ひ
と
つ
の
会
社
が
元
請
け
に
な
っ
て
下
請
け
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
個
別
に
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
と
契
約
を
交
わ
し
ま
す
。
様
々
な
専
門
会
社
が
一
緒
に

い
る
中
で
、
広
告
代
理
店
と
し
て
期
待
・
要
求
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
主
に
戦
略
の
部
分
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体

を
回
し
て
い
く
役
割
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
各
社
が
独
自
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
契
約

す
る
仕
組
み
の
な
か
で
代
理
店
の
報
酬
は
、
元
請
け
・
下

請
け
型
の
仕
入
れ
価
格
の
10
％
と
か
15
％
を
マ
ー
ク
ア
ッ

プ
す
る
の
で
は
な
く
、
労
働
時
間
へ
の
対
価
と
い
う
報
酬

体
系
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
労
働
時
間
を
価
値
と
し

て
対
価
に
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
と
し
て
、
進
行
管
理
、
品
質
管
理
、
金
額
管

理
に
つ
い
て
の
管
理
を
代
理
店
が
担
う
と
い
う
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
外
資
系
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
「
取
り
決
め
」
に

つ
い
て
で
す
が
、「
ど
ん
な
条
件
で
何
を
し
て
く
れ
る
か
」、

つ
ま
り
、
５
Ｗ
１
Ｈ
を
書
面
化
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
の
代
表
的
な
書
面
を

い
え
ば
、
Ｒ
Ｆ
Ｐ
（Request For Proposal

の
略
、
提

案
依
頼
書
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
外
資
系
の
場
合
、

プ
ロ
キ
ュ
ア
メ
ン
ト
（
調
達
・
購
買
部
門
）
が
入
っ
て
く

る
と
、
ま
ず
重
視
す
る
の
が
Ｒ
Ｆ
Ｐ
で
す
。
ど
ん
な
も
の

を
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
ぐ
ら
い
、
ど
ん
な
形
で
提
供
し
て

ほ
し
い
か
、
そ
れ
に
関
し
て
見
積
も
り
を
出
し
て
く
だ
さ

い
と
い
う
も
の
で
す
。
Ｒ
Ｆ
Ｐ
が
出
な
い
う
ち
は
、
あ
く

ま
で
も
相
談
で
あ
り
、
商
行
為
に
入
っ
て
い
な
い
と
い
う

認
識
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
我
々
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
が
Ｐ
Ｏ
、

Purchase O
rder, 

い
わ
ゆ
る
発
注
書
で
す
。
こ
れ
が
正

式
に
発
行
さ
れ
て
こ
そ
業
務
を
開
始
す
る
と
い
う
も
の
に

な
り
ま
す
。
形
有
る
も
の
を
販
売
す
る
場
合
に
は
、
あ
ま

り
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
課
題
解
決
の
た
め
の
戦

略
と
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
に
は
、
ど
こ
か
ら
が
コ
ス

ト
が
発
生
す
る
の
か
と
い
う
点
で
線
引
き
が
難
し
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
な
の
で
、
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
が
、
い

つ
ま
で
に
、
ど
の
ぐ
ら
い
必
要
か
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て

コ
ス
ト
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
渡
さ
れ
な
い
と
仕
事
が
始

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
う
ち
の
Ｃ
Ｆ
Ｏ
が
よ
く
言

う
ん
で
す
が
、「
Ｎ
ｏ 

Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
ｏ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」。
Ｐ
Ｏ

が
出
て
い
な
い
業
務
は
絶
対
に
す
る
な
。
そ
う
し
な
い
と
、

単
な
る
無
駄
働
き
に
な
る
と
。
た
だ
、
代
理
店
の
場
合
で

も
、
営
業
の
人
た
ち
は
Ｐ
Ｏ
が
出
る
前
か
ら
作
業
す
る
こ

と
が
非
常
に
多
い
。
提
案
行
為
と
実
際
に
や
る
行
為
の
線

引
き
が
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
労
働
量
に
対
応
し
た
形
の
料
金
請
求
で
は
、

こ
こ
ま
で
が
業
務
の
範
囲
と
い
う
の
を
か
な
り
ク
リ
ア
に

決
め
な
い
と
、
そ
の
コ
ス
ト
が
い
く
ら
と
い
う
話
が
出
来

な
く
な
り
ま
す
の
で
、Scope O

f W
ork

と
い
う
形
で
、

業
務
内
容
を
か
な
り
の
レ
ベ
ル
で
具
体
的
に
記
載
し
ま
す
。

例
え
ば
、
戦
略
は
ひ
と
つ
の
方
向
性
を
策
定
し
ま
す
。
そ

れ
に
基
づ
い
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
案
は
３
案
作
り
ま
す
。

ま
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
直
し
は
、
1
回
は
料
金
内
で

す
が
、
2
回
以
上
は
別
料
金
、
な
ど
と
い
う
こ
と
を
記
載

し
て
合
意
し
ま
す
。
仕
事
が
始
ま
る
ま
で
に
相
当
な
手
間

を
と
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
が
、
後
で
も
め
た
と
き
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
事
前
に
合
意
し
て
お
く
こ
と
が
と
て

も
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

　

プ
ロ
キ
ュ
ア
メ
ン
ト
、
購
買
部
の
役
割
を
説
明
し
ま
す
。

コ
ス
ト
セ
ー
ブ
を
す
る
と
い
う
の
が
最
も
重
要
な
役
割
で

す
。
し
か
し
、
購
買
を
き
ち
ん
と
管
理
す
る
と
い
う
点
で
、

発
注
先
を
い
じ
め
な
い
、
無
茶
を
言
わ
せ
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
取
引
先
サ
イ
ド
の
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
辺
を
意
識
し
な
が
ら
つ
き
あ
う
こ
と

が
実
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
購
買

部
と
い
う
の
は
交
渉
す
る
こ
と
を
専
門
と
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、「
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
プ
ロ
が
非
常
に
多
く

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
プ
ロ
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
で
な
い

と
な
か
な
か
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
社
で
は

最
近
、
購
買
部
と
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
、
ネ
ゴ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
科
学
的
に
考
え
て
対
応
出
来

る
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
家
の
育
成
を
始
め
ま
し
た
。

　

購
買
部
門
の
人
々
と
の
付
き
合
い
方
で
す
が
、
特
性
を

理
解
す
る
と
そ
の
対
策
が
あ
る
程
度
見
え
て
き
ま
す
。
基

本
的
に
、
モ
ノ
の
売
り
買
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
売
り
た

い
値
段
と
買
い
た
い
値
段
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
す
れ
ば
埋

め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
基
本
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
に
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
ど
う
う
ま
く
使
う
か
と
い
う

の
も
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
購
買
部
に
と
っ
て
は
、
単
価
が
指
標
で
す
。

全
体
金
額
よ
り
も
、
前
の
単
価
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う

形
で
見
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
は
普
段
、
何
か
不
測

の
事
態
が
起
き
た
場
合
に
備
え
て
、
料
金
の
中
に
バ
ッ
フ

ァ
ー
を
入
れ
て
お
き
ま
す
が
、
購
買
部
と
や
る
と
き
の
見

積
も
り
交
渉
は
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
外
し
て
お
く
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
購
買
部
の
方
の
見
た
い
単
価
は
バ
ッ
フ
ァ
ー

な
し
の
単
価
な
の
で
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
取
り
外
し
て
、
こ

の
条
件
で
の
単
価
は
こ
れ
で
す
と
い
う
形
に
。
条
件
が
変

わ
っ
た
場
合
に
は
単
価
は
変
わ
り
ま
す
と
い
う
こ
と
を
事

前
に
合
意
し
て
も
ら
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｏ
の
宣
伝
を
ち
ょ
っ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
当
社
が
掲
げ
て
い
る
も
の
は
「T

he W
ork, 

T
he W

ork, T
he W

ork

」
で
す
。
最
初
に
こ
れ
を
聞
い

た
時
は
「
働
け
、
働
け
、
働
け
」
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、

定
冠
詞
付
の
「T

he W
ork

」
と
い
う
の
は
「
作
品
」
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
し
て
、
私
た
ち
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｏ
は
、

作
品
だ
け
が
、
他
の
代
理
店
と
自
分
た
ち
の
代
理
店
を

区
別
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

作
品
を
作
り
出
す
こ
と
に
血
道
を
上
げ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
な
と
思
う
の
が
、
ガ

ン
レ
ポ
ー
ト
と
い
う
世
界
中
の
広
告
賞
を
ポ
イ
ン
ト
で
カ

ウ
ン
ト
し
て
い
る
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
２
０
０
６
年
か

ら
２
０
１
１
年
ま
で
6
年
連
続
し
て
1
位
は
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｏ
で

す
。
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｏ
は
最
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
で
す
。

　

今
日
の
お
話
、
皆
様
方
の
お
役
に
立
て
れ
ば
光
栄
で
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

今
回
も
、「
ス
ピ
ー
チ
」
あ
と
の
「
懇
親
会
」
に
て
、

新
入
会
（
２
０
１
２
年
６
月
）
の
㈱
ジ
ー
ル
ア
ソ
シ
エ
イ

ツ
（
代
表
・
永
門
大
輔
氏
）
を
紹
介
。
同
社
は
「
商
業
施

設
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
・
映
像
・
Ｗ
Ｅ

Ｂ
、
販
促
イ
ベ
ン
ト
等
を
組
み
合
わ
せ
、
独
自
の
ワ
ン
ス

チ
ー
ム
編
成
、
取
り
決
め
、
報
酬
体
系

■
小
林
氏
の
ス
ピ
ー
チ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
」
こ
と
を

特
色
と
し
て
い
る
。

そ
の
旨
、
出
席
の
同

社
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
木
村
公
應
氏
よ

り
あ
り
、「
名
刺
交

換
」、
会
員
同
士
の

「
懇
親
」「
交
流
」
に

入
っ
て
い
っ
た
。

購
買
部
の
存
在
、
付
き
合
い
方
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Ｊ
Ｐ
Ｍ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
定
例
会
〈
７
月
〉

Walkers（英国）
「ウォーカーズのポテトチップスがあれ
ば、どんなサンドイッチも楽しくなる」
ということで、英国の小さな田舎町であ
るサンドイッチ村に注目。その小さな村
で、誰もが忘れられないセレブとの体験
を提供。その話題はソーシャルメディア
から全国に伝播。セレブたちのツイッタ
ーやブログからもユーチューブのチャン
ネルやホームページに誘導、メディアも
この話題を取り上げることで大きな社会
現象を巻き起こした。

自社の特色を語る、ジールアソシエイツの 
木村公應氏（左）と杉山耕平氏（右）

I&S BBDOの小林伸行氏

事例紹介

Gillette（インド）
ひげそりの販売を拡大するために、
WALS（Woman Against Lazy 
Stubble：無精ひげと戦う女性たち）と
いう運動を作り出した。テレビのニュー
スや新聞がそれを取り上げ、セレブたち
も多く参加することで、大きなムーブメ
ントとなっていった。



Promotion Method

　

今
年
で
第
８
期
を
数
え
る
「
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
タ
ー
認
証
資

格
試
験
」
の
受
験
申
請
、
そ
の
受
付
締

切
日
が
迫
っ
て
き
て
い
る
。

　

試
験
内
容
は
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
知
識
試
験
と

計
画
の
立
案
実
技
試
験
。
販
売
促
進
に

関
心
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
受

験
で
き
る
。
受
験
に
あ
た
っ
て
の
テ
キ

ス
ト
は
、「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
編
纂 
公
式
テ
キ
ス

ト 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ 

第
三
版
」（
宣
伝
会
議
刊
）。

　

受
験
す
る
に
は
、
最
初
に
受
験
要

　

２
０
１
１
年
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

メ
デ
ィ
ア
広
告
費
は
低
下
傾
向
（
前
年

比
95
・
４
％
の
約
２
兆
１
０
０
０
億
円

と
推
定
（
＝
電
通
調
べ
）
さ
れ
、
４
年

連
続
で
前
年
割
れ
）
に
あ
る
。
そ
の
中

で
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
市
場
規

模
は
、
２
０
１
６
年
に
1
兆
円
を
超
え

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

周
知
の
通
り
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

は
、
様
々
な
場
所
や
施
設
で
展
開
さ
れ

て
い
る
が
、J
Ｐ
Ｍ
協
会
で
は
、
そ
の

中
で
も
店
頭
で
の
販
促
活
用
を
目
的
と

す
る
も
の
を
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
」

と
規
定
し
、
サ
イ
ン
委
員
会
（
落
合
功

委
員
長
）が
そ
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
状
の
店
頭
で
は
、
既
存
ツ
ー
ル
は

掲
出
ス
ペ
ー
ス
が
限
定
さ
れ
、
掲
出
困

難
な
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
短
期
的

使
用
サ
イ
ク
ル
か
ら
、
使
い
捨
て
の
無

駄
も
発
生
し
て
い
る
等
の
問
題
点
が
あ

る
。
一
方
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
…

○
既
存
ツ
ー
ル
の
よ
う
な
取
り
替
え
の

　

手
間
が
省
け
る
。

○
ス
ペ
ー
ス
当
た
り
の
注
目
喚
起
力
に

　

優
れ
る
。

○
多
様
な
売
り
場
で
、
多
様
な
顧
客
課

　
題
に
対
し
て
異
な
る
適
応
が
で
き
る
。

綱
（
５
０
０
円
）
を
購
入
し
、
Ｊ
Ｐ

Ｍ
協
会
に
申
請
す
る
。「
受
付
締
切
日
」

は
10
月
５
日
（
金
）。「
受
験
料
」
は

３
万
１
５
０
０
円
（
税
込
）。

　
「
受
験
日
」
は
例
年
通
り
11
月
３
日

（
土
・
祝
）。
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の

３
会
場
で
実
施
さ
れ
る
。

　

な
お
、
同
試
験
に
は
、「
直
前
・
受

験
対
策
講
座
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

東
京
で
の
「
直
前・受
験
対
策
講
座
」

は
、
９
月
15
日
（
土
）、
23
日
（
日
）、

29
日
（
土
）、
10
月
13
日
（
土
）、
21
日

（
日
）
で
、
い
ず
れ
か
の
う
ち
１
回
受

け
れ
ば
よ
い
。
こ
の
対
策
講
座
の
受
付

締
切
日
は
９
月
７
日（
金
）。要
相
談
で
、

も
う
少
し
伸
ば
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
直
前
・
受
験
対
策
講
座
」（
東
京
）
の

受
講
料
は
１
万
５
７
５
０
円
（
税
込
）。

　

な
お
、
大
阪
・
名
古
屋
・
札
幌
で
も

宣
伝
会
議
主
催
で
直
前
・
受
験
対
策
講

座
が
９
月
～
10
月
に
行
わ
れ
る
。 

こ

ち
ら
の
詳
細
は
宣
伝
会
議
に
問
い
合
わ

せ
を
。

…
等
の
利
点
が
挙
げ
ら
れ
、
店
頭
販
促

の
新
た
な
武
器
と
し
て
の
活
用
可
能
性

が
期
待
で
き
る
。

　

し
か
し
、
ひ
と
口
に
店
頭
と
い
っ
て

も
、
当
用
買
い
の
小
型
ス
ー
パ
ー
に

対
し
て
週
末
に
目
的
買
い
す
る
専
門
店

や
、
単
品
購
入
型
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
に
対
し
て
、
ま
と
め
買
い
型
の

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
が
あ
り
、
業

態
は
多
様
で
あ
る
。

　

来
店
客
も
、新
規
顧
客
と
継
続
顧
客
、

大
家
族
に
対
し
て
、
単
身
者
も
い
る
な

ど
多
様
な
顧
客
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
同
じ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
て

も
、
売
り
方
や
買
い
方
が
異
な
る
店
頭

で
の
訴
求
と
働
き
か
け
が
「
画
一
的
」

で
は
、
未
到
達
や
不
適
合
を
生
じ
る
。

し
た
が
っ
て
、
店
頭
販
促
に
は
“
売
り

分
け
”
と
い
う
視
点
が
必
要
に
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
認
識
を
基
に
、
サ
イ
ン

委
員
会
で
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

活
用
／
活
性
化
の
方
法
論
を
検
討
し
て

い
る
。

　

次
号（
10
月
号
）で
は
、こ
の
「
売
り

分
け
の
展
開
例
」
と
、売
り
分
け
展
開

の「
検
討
リ
ス
ト
」に
つ
い
て
。
ま
た
、

「
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
」
が
収
益
面
で
の

課
題
に
な
る
と
の
考
え
か
ら
、
表
現
展

開
の
「
パ
タ
ー
ン
化
」
と
、「
制
作
料

金
の
設
定
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
提
起

し
た
い
。
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ＰＭ認証資格試験 
　「受験」受付、締切日迫る

 さて、ロンドン五輪で関心を呼んだ「チーム
力」について。メドレーリレー、団体など、一
人ひとりの力の総合で競われるなか、その一人
ひとりの力が増幅され、それが全体を高めると
いうのが「チーム力」ということなのでしょう。
ビジネス領域でいえば、ひとつの企画や事業を
すすめるために作られる「プロジェクトチーム」
がそれに当たりますが、そこで大事なのは「一
人ひとりが目標を持って」という姿勢。ただ集
まればいいということでは「チーム力」にはな
りません。　　　　　　　　　　　　　（秀）
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残暑のなか、秋を呼んでくるススキ（箱根・仙石原にて）

■
P
O
P
サ
イ
ネ
ー
ジ
と
は
？

■
店
頭
販
促
視
点
と
は
？


